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人
々
は
生
き
る
た
め
に
こ
の
都
会
へ
集
ま
っ
て
来
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
僕
に
は
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
み
ん
な
が
死
ん
で
ゆ

く
と
し
か
思
え
な
い
の
だ
　
　
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
（
（
（

』

は
じ
め
に

　
先
端
が
切
断
さ
れ
た
太
古
の
巨
木
の
よ
う
な
超
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
動
脈
内
の
赤
血
球
の
よ
う
に
光
ら
せ
て
高

速
道
路
を
自
動
車
が
疾
走
す
る
モ
ダ
ン
都
市
の
景
観
は
、
原
色
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
誘
蛾
灯
の
よ
う
に
輝
く
繁
華
街
の
迷
路
に
い
た
る
ま

で
、
表
面
的
に
は
生
の
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
突
然
の
よ
う
に
、
だ
が
確
実
に
繰
り
返
さ
れ
る
事
故
や
事
件
の
現
場
は
数
時
間
で
清

掃
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
は
ず
の
「
死
」
と
「
破
壊
」
は
あ
と
か
た
も
な
く
消
去
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
、
現
代
社
会
で
は
「
わ
れ

わ
れ
の
文
化
は
全
体
的
に
衛
生
的
で
、
生
か
ら
死
を
削
除
し
よ
う
と
す
る
」
の
で
あ
る（

（
（

。

　
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
生
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
片
隅
に
は
表
舞
台
か
ら
排
除
さ
れ
た
死
が
集

め
ら
れ
る
場
所
が
必
ず
存
在
す
る
。
無
数
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
輝
き
を
放
つ
百
万
ド
ル
の
夜
景
の
暗
部
、
も
ち
ろ
ん
墓
地
（Cim

etière

）

レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
と
し
て
の
墓
標
の
仮
説

　
　
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
場
合

塚
　
　
原
　
　
　
　
　
史
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で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
文
化
や
都
市
計
画
を
論
じ
る
際
に
、
こ
の
秘
か
な
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
が
美
術
館
や
劇
場
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

以
上
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
の
だ
。

　
と
は
い
え
、
現
代
都
市
の
将
来
的
な
発
展
を
考
え
る
場
合
、
と
り
わ
け
社
会
の
高
齢
化
が
加
速
度
的
に
進
む
私
た
ち
の
国
で
は
、
墓
地

を
文
化
的
な
場
所
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
緊
急
性
は
け
っ
し
て
小
さ
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
平
成
二
九
年
推
計
）・
老
年
人
口
、
お
よ
び
構
成
比
の
推
移
（
（
（

」
に
よ
れ
ば
、「
老
年
（
六
五
歳
以
上
）

人
口
割
合
を
見
る
と
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
現
在
の
二
六
・
六
％
で
四
人
に
一
人
を
上
回
る
状
態
か
ら
、
出
生
中
位
推
計
で
は
、

平
成
四
八
（
二
〇
三
六
）
年
に
三
三
・
三
％
で
三
人
に
一
人
と
な
り
、
平
成
七
七
（
二
〇
六
五
）
年
に
は
三
八
・
四
％
、
す
な
わ
ち
二
・

六
人
に
一
人
が
老
年
人
口
と
な
る
」。
そ
し
て
、
も
っ
と
直
近
の
将
来
で
も
「
平
成
四
二
（
二
〇
三
〇
）
年
の
老
年
人
口
は
三
七
一
六
万

人
」
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
そ
れ
ほ
ど
先
で
は
な
い
遠
景
に
は
、
す
で
に
膨
大
な
数
の
墓
標
の
森
が
見
え
始

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
深
刻
な
現
実
を
前
に
し
て
今
回
私
が
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
都
市
と
墓
地
の
将
来
的
な
関
係
と
い
っ
た
社

会
学
的
考
察
で
は
な
く
て
、
文
化
遺
産
・
文
化
施
設
と
し
て
の
墓
地
の
新
た
な
可
能
性
を
め
ぐ
る
思
索
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
具
体
的
に
は

パ
リ
を
中
心
に
詩
人
や
芸
術
家
た
ち
の
い
く
つ
か
の
墓
標
と
墓
碑
銘
を
紹
介
し
、
最
後
に
、
稀
代
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ

シ
ャ
ン
の
有
名
な
墓
碑
銘
「
そ
れ
に
、
死
ぬ
の
は
い
つ
も
他
人
だ
」
に
注
目
し
て
、「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
と
し
て
の
墓
標
」
と
い
う
仮
説

を
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。

１
　
森
有
正
と
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ

　
本
稿
は
狭
義
の
研
究
論
文
で
は
な
く
自
由
な
エ
ッ
セ
ー
な
の
で
、
ま
ず
パ
リ
の
墓
場
に
つ
い
て
の
ご
く
個
人
的
な
体
験
か
ら
始
め
る
こ
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と
に
し
た
い
。

　
私
が
最
初
に
パ
リ
に
到
着
し
た
の
は
一
九
七
六
年
一
〇
月
初
め
だ
っ
た
か
ら
、
も
う
四
〇
年
以
上
前
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留

学
生
と
し
て
少
額
の
奨
学
金
を
支
給
さ
れ
る
身
分
で
は
あ
っ
た
が
、
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ル
ダ
ン
の
大
学
都
市
（
一
九
二
四
年
パ

リ
五
輪
の
選
手
村
が
前
身
の
国
際
留
学
生
居
住
施
設
）
に
住
む
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
五
区
の
フ
ォ
ワ
イ
エ
（
学
生
用
の

集
合
下
宿
）
に
入
っ
た
。
同
室
者
は
チ
リ
出
身
の
学
生
で
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
が
ピ
ノ
チ
ェ
ト
派
の
ク
ー
デ
タ
で
暴
力
的
に
打
倒
さ
れ
た

数
年
後
だ
っ
た
せ
い
か
用
心
深
い
感
じ
で
、
政
治
的
話
題
に
は
乗
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
植
物
園
に
近
い
サ
ン
シ
エ
の
パ
リ
第
三
大
学
博
士
課
程
に
登
録
し
て
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
研
究
の
大
家
ミ
シ
ェ
ル
・
デ
コ
　
ダ
ン
教
授
の

ゼ
ミ
に
出
た
が
、
授
業
は
二
週
間
に
一
度
だ
っ
た
か
ら
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
月
は
パ
リ
市
内
の
気
ま
ぐ
れ
な
散
歩
で
過

ご
し
た
。
予
期
せ
ぬ
出
来
事
と
遭
遇
し
た
の
は
、
そ
ん
な
あ
る
晴
れ
た
日
（
こ
の
表
現
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
のun beau jour

だ
と
「
天

気
が
良
い
日
」
と
い
う
よ
り
「
と
あ
る
日
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
日
は
本
当
に
秋
晴
れ
だ
っ
た
）、
思
い
立
っ

て
二
〇
区
の
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
に
で
か
け
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
墓
場
を
選
ん
だ
の
は
、
第
二
次
大
戦
末
期
の
一

九
四
四
年
八
月
二
五
日
に
パ
リ
が
解
放
さ
れ
た
直
後
の
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
詩
「
パ
リ
」
を
、
ふ
と
思
い
出
し
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
パ
リ
（
ア
ラ
ゴ
ン
、
一
九
四
四
年
）

　
　
　（
西
の
）
ポ
ワ
ン
・
デ
ュ
・
ジ
ュ
ー
ル
門
か
ら
（
東
の
）
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
ま
で

　
　
　
八
月
の
優
し
い
薔
薇
の
木
は
再
び
花
開
き

　
　
　
人
び
と
は
い
た
る
こ
ろ
で
パ
リ
の
血
に
な
る
…
…
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記
憶
か
ら
引
用
す
る
が
、
原
文
で
は
た
し
か
次
の
と
お
り
だ
。

　
　
　Paris （A

ragon, 1944

）

　
　D

u Point-du-Jour jusqu

’au Père-Lachaise

　
　Ce doux rosier au m

ois d

’août refleuri

　
　G

ens de partout c
’est le sang de Paris

…

　
こ
の
詩
の
時
代
背
景
は
さ
て
お
き
、
右
に
補
っ
て
訳
し
た
と
お
り
、
パ
リ
市
の
西
端
ポ
ワ
ン
・
デ
ュ
・
ジ
ュ
ー
ル
門
（
一
六
区
の
「
夜

明
け
門
」）
か
ら
ほ
ぼ
東
端
の
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
ま
で
と
い
う
表
現
は
市
内
の
隅
々
で
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
と
く
に
墓
地

が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
大
詩
人
に
と
っ
て
は
、
一
八
七
一
年
五
月
末
の
パ
リ
・
コ

ミ
ュ
ー
ン
闘
士
の
虐
殺
現
場
で
、
今
な
お
壁
に
銃
痕
が
残
る
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
は
、
ま
さ
に
「
パ
リ
の
血
」
の
象
徴
だ
っ
た
の
だ

（
詩
の
中
で
は
、
解
放
後
い
た
る
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
た
人
び
と
が
血
液
と
な
っ
て
、
パ
リ
を
再
生
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
）。

　
と
い
う
わ
け
で
、
ま
だ
二
十
代
後
半
の
留
学
生
だ
っ
た
私
は
そ
の
日
、
こ
の
市
内
最
大
の
墓
地
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
起

伏
の
多
い
構
内
を
さ
ま
よ
っ
て
小
高
い
丘
に
た
ど
り
つ
く
と
、
不
思
議
な
光
景
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
葬
送

の
場
面
で
あ
り
、
喪
服
姿
の
十
数
名
の
人
び
と
が
集
っ
て
い
た
が
、「
不
思
議
な
」
と
い
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
ほ
と
ん
ど
み
な
東
洋
人
の

集
団
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
と
き
は
事
情
を
知
る
由
も
な
く
、
そ
れ
が
森
有
正
（
一
九
一
一
　
一
九
七
六
）
の
葬
儀
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
他
の
留
学
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生
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
〇
月
末
頃
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
森
有
正
年
譜
に
よ
れ
ば
「
一
九
七
六
年
一
〇
月
一
八
日
、
脳
血
栓
に

よ
り
死
去
（
享
年
六
四
歳
）。
一
一
月
、
火
葬
後
、
次
女
聡
子
に
よ
り
遺
骨
が
帰
国
（
（
（

」
と
あ
る
の
で
、
私
が
遭
遇
し
た
出
来
事
は
命
日
の

直
後
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
（「
一
一
月
…
…
遺
骨
が
帰
国
」
と
あ
る
が
「
火
葬
」
は
も
っ
と
前
だ
っ
た
は
ず
だ
）。

　
森
有
正
が
一
九
四
八
年
東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
助
教
授
と
な
り
、
一
九
五
〇
年
第
一
回
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
に
選
ば
れ
て
渡

仏
、
そ
の
後
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
や
パ
リ
東
洋
語
学
校
で
教
鞭
を
取
り
、
数
回
の
一
時
帰
国
は
あ
っ
た
が
、
結
局
パ
リ
に
永
住
し
た
こ
と
は
フ
ラ

ン
ス
文
学
研
究
者
に
は
周
知
の
と
お
り
だ
。
一
九
七
二
年
か
ら
七
六
年
ま
で
大
学
都
市
日
本
館
館
長
だ
っ
た
の
で
、
当
時
の
留
学
生
に
は

思
い
出
深
い
先
達
で
あ
る
（
私
の
到
着
は
館
長
が
小
林
善
彦
先
生
に
代
わ
っ
た
後
だ
っ
た
）。

2
　
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト

　
昔
話
が
長
く
な
っ
た
が
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
の
出
来
事
が
な
ぜ
本
稿
の
テ
ー
マ
と
結
び
つ
く
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ご
く
単
純
な

理
由
に
よ
る
。
当
時
も
今
も
、
パ
リ
市
内
で
火
葬
（incinération

）
が
可
能
な
の
は
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
（Le cim

etière du 

Père-Lachaise

）
だ
け
な
の
だ
。

　
こ
こ
で
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
に
「
埋
葬
の
自
由
」
と
で
も
い
う
べ
き
基
本
的
権
利
を
公
式
に
認
め
た
の
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（
一
八
六
九
　
一
八
二
一
）、
の
ち
の
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
（
在
位
一
八
〇
四
　
一
八
一
四
、
一
八
一
五
）
で
あ

る
（
（
（

。
　
彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
第
一
執
政
（le prem

ier consul

）
時
代
に
政
令
を
発
布
し
、「
す
べ
て
の
市
民
は
そ
の
人
種
ま
た
は
宗
教

を
問
わ
ず
埋
葬
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め
た（

（
（

。
こ
の
規
定
は
「
無
宗
教
者
、
破
門
さ
れ
た
者
、
役
者
、
貧
民
の
場
合
（le cas 

des m
écréants, des excom

m
uniés, des com

édiens et des pauvres

）」
に
も
適
用
さ
れ
た
の
で
、
ま
さ
に
死
後
の
人
権
宣
言
と
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な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
四
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
高
利
貸
や
魔
女
と
並
ん
で
「
役
者
（
演
劇
俳
優
）」
を
教

区
の
墓
地
へ
埋
葬
す
る
こ
と
を
事
実
上
拒
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
。
一
六
七
三
年
に
没
し
た
モ
リ
エ
ー
ル
も
、
国
王
ル
イ
一
四
世
の
要

請
で
よ
う
や
く
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
（
一
九
世
紀
に
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
に
移
葬
（
（
（

）。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
政
令
は
、
第
一
帝
政
時
代
の
一
八
〇
四
年
六
月
一
二
日
の
墓
所
に
関
す
る
皇
帝
令
（le décret im

périal sur les 

sépultures du 12 juin 1804

）
で
確
定
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
、
と
く
に
パ
リ
市
内
に
は
宗
教
や

宗
派
を
問
わ
な
い
公
共
墓
地
（Cim

etière

）
が
設
置
さ
れ
、
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
（
東
部
の
墓
地
）
が
最
初
で
、
開
業
は
一
八

〇
四
年
五
月
二
一
日
だ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
世
紀
初
め
に
北
部
に
モ
ン
マ
ル
ト
ル
、
南
部
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
、
西
部
に
パ
ッ
シ
ー
の
墓
地

が
設
置
さ
れ
、
現
在
市
内
に
は
一
四
の
公
共
墓
地
が
あ
る
。

　「
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
」
と
い
う
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
市
内
北
東
部
の
こ
の
小
山
の
よ
う
な
地
形
の
広
大
な
場
所
に
は

一
七
世
紀
か
ら
ル
イ
一
四
世
の
別
邸
が
あ
っ
た
た
め
、「
ル
イ
の
山
（M

ont Louis

）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
ル
イ
一
四
世
の
贖
罪
司

祭
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
（Père La Chaise, confesseur du roi de France Louis X

IV

）
が
長
年
住
ん
で
い
た
た
め
、
墓
地
化

の
際
に
そ
の
名
を
付
し
た
と
さ
れ
る
。

　
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
の
最
大
の
特
徴
は
、
前
述
の
と
お
り
火
葬
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
長
年

火
葬
を
禁
じ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
強
い
影
響
も
あ
り
土
葬
が
原
則
だ
っ
た
が
、
一
八
八
七
年
年
一
一
月
一
五
日
の
法
律
（la loi du 15 

novem
bre 1887

）
で
火
葬
が
許
可
さ
れ
、
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
に
最
初
の
火
葬
場
＝
納
骨
堂
（
ク
レ
マ
ト
リ
ウ
ム
＝
コ
ロ
ン
バ

リ
ウ
ム
：crém

atorium
-colum

barium

）
が
設
置
さ
れ
た
。「
ク
レ
マ
ト
リ
ウ
ム
」
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
に
も
設
置
さ
れ

た
か
ら
、「
斎
場
」
の
よ
う
な
婉
曲
な
名
称
で
は
な
い
。
ま
た
「
コ
ロ
ン
バ
リ
ウ
ム
」
を
納
骨
堂
と
訳
し
た
が
、
完
全
に
灰
（cendres

）

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
「
遺
骨
」
は
残
ら
な
い
。
通
常
は
遺
灰
を
収
め
た
壺
は
墓
所
に
は
埋
葬
せ
ず
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ッ
カ
ー
室
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に
収
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
あ
た
り
か
ら
時
代
を
ス
キ
ッ
プ
す
る
が
、
一
九
六
三
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
火
葬
禁
止
を
解
除
し
た
た
め
火
葬
の
数
が
次
第
に

増
加
し
、
二
〇
一
二
年
の
『
ル
・
ポ
ワ
ン
』
誌
の
記
事
に
よ
れ
ば
一
九
七
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
全
葬
儀
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

か
っ
た
が
、
現
在
で
は
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
と
い
う
（
パ
リ
市
で
は
も
っ
と
高
率
に
な
る（

（
（

）。

　
パ
リ
市
観
光
局
の
公
式
サ
イ
ト
に
「
パ
リ
で
は
墓
地
は
パ
リ
市
の
文
化
遺
産
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す（

（
（

」
と
あ
る
と
お
り
、
ペ
ー
ル
・

ラ
シ
ェ
ー
ズ
に
限
ら
ず
パ
リ
市
内
の
墓
地
は
す
べ
て
史
跡
と
し
て
の
公
園
墓
地
で
あ
り
、
著
名
人
の
墓
に
は
世
界
中
か
ら
ツ
ー
リ
ス
ト
が

訪
れ
、
都
会
の
喧
騒
を
忘
れ
て
優
雅
な
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
（
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
の
年
間
来
場
者
は
三
五
〇
万
を
超
え
る

と
い
う
）。
こ
う
し
た
状
況
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
ふ
れ
た
よ
う
に
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
間
近
に
し
た
日
本
で
も
、
文
化
遺
産
・
文
化

施
設
と
し
て
の
セ
メ
タ
リ
ー
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
行
に
移
す
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
で
先
進
的
な
例
が
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
（
一
九
二
九
　
二
〇
〇
七
）
の
墓

で
あ
る
。
私
は
故
人
と
長
年
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
数
年
前
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
墓
地
（「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
父
」
プ
ル
ー
ド
ン
や
実
存
主

義
の
作
家
サ
ル
ト
ル
の
墓
所
も
あ
る
）
を
訪
れ
て
彼
の
墓
参
り
を
し
た
が
、
そ
こ
に
は
重
苦
し
い
墓
石
は
な
く
、
季
節
の
花
々
が
咲
き
乱

れ
る
花
壇
に
な
っ
て
い
る
。
草
花
の
茂
み
の
陰
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
人
形
が
い
く
つ
か
置
か
れ
て
、
無
言
の
語
ら
い
を
楽
し
む
か
の
よ
う

だ
。
故
人
の
名
前
と
生
没
年
を
記
し
た
白
い
小
さ
な
プ
レ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
墓
だ
と
は
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
。
花

は
マ
リ
ー
ヌ
夫
人
が
足
繁
く
訪
れ
て
植
え
替
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
明
る
い
雰
囲
気
が
漂
う
別
世
界
の
感
が
あ
る（

（1
（

。

　
な
お
、
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
に
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
文
化
人
の
墓
が
あ
る
（
選
択
は
私
的
な
判
断
に
よ
る
）
　
　
（
画

家
）
シ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ス
ー
ラ
、
ピ
サ
ロ
、（
作
家
・
詩
人
）
モ
リ
エ
ー
ル
（
復
権
し
て
埋
葬
）、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ッ
セ
、
オ
ス
カ
ー
・

ワ
イ
ル
ド
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
プ
ル
ー
ス
ト
、（
音
楽
家
・
歌
手
）
シ
ョ
パ
ン
、
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
ピ
ア
フ
、
イ
ヴ
・
モ
ン
タ
ン
、
セ
ル
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ジ
ュ
・
ゲ
ン
ズ
ブ
ー
ル
、
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
、
等
々
。

3
　
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
墓
碑
銘

　
こ
の
へ
ん
で
、
墓
碑
銘
の
ほ
う
に
話
を
進
め
よ
う
。

　
一
六
世
紀
の
大
作
家
ラ
ブ
レ
ー
（
一
四
九
四
頃
　
一
五
五
三
頃
）
の
「
幕
を
引
け
、
喜
劇
は
終
わ
っ
た
！
」
や
、
大
思
想
家
モ
ン
テ
ー

ニ
ュ
（
一
五
五
三
　
一
五
九
二
）
の
「
私
が
恐
れ
る
の
は
死
で
は
な
い
、
死
ぬ
こ
と
だ
」、
一
九
世
紀
の
大
作
家
バ
ル
ザ
ッ
ク
（
一
七
九

九
　
一
八
五
〇
）
の
「
八
日
間
高
熱
が
続
い
た
！
そ
れ
だ
け
時
間
が
あ
れ
ば
一
冊
書
け
た
だ
ろ
う
」
な
ど
の
最
期
の
言
葉
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
墓
碑
銘
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
で
い
ち
ば
ん
有
名
な
墓
碑
銘
は
、
ロ
マ
ン
派
の
詩
人

ミ
ュ
ッ
セ
（
一
八
一
〇
　
一
八
五
七
）
の
「
親
し
い
友
よ
、
私
が
死
ん
だ
ら
墓
場
に
は
柳
の
木
を
植
え
て
ほ
し
い
…
」
あ
た
り
か
も
し
れ

な
い（

（1
（

。

　
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
の
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
創
始
者
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（
一
八
九
六
　
一
九
六
六
）
の
墓
で
あ

る
。
パ
リ
市
内
北
西
部
一
七
区
の
バ
テ
ィ
ニ
ョ
ル
墓
地
に
あ
る
、
長
方
形
の
平
た
い
花
崗
岩
の
そ
の
墓
石
に
は
故
人
が
好
ん
だ
星
形
の
多

面
体
（
三
角
錐
の
各
面
に
小
さ
な
三
角
錐
が
金
平
糖
の
よ
う
に
付
い
て
い
る
）
の
彫
刻
が
置
か
れ
、
墓
碑
銘
に
は
「
私
は
時
の
黄
金
を
探

す«Je cherche l

’or du tem
ps»

」
と
あ
る
。

　
こ
の
短
い
一
文
は
、
一
九
二
七
年
に
ブ
ル
ト
ン
が
刊
行
し
た
評
論
『
現
実
僅
少
論
序
文«Introduction au D

iscours sur le peu 

de réalité»

』（
執
筆
は
一
九
二
四
年
）
冒
頭
の
段
落
中
の
表
現
で
、
そ
こ
で
彼
は
「
無
線
（sans fil

）」
と
い
う
当
時
無
線
通
信
の
普

及
に
伴
っ
て
広
ま
っ
た
言
葉
に
つ
い
て
、「
そ
の
な
か
に
現
代
の
夢
が
多
分
に
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
の
数
少
な
い
新

鮮
な
特
質
の
一
つ
が
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
、
こ
う
続
け
て
い
た
。
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こ
の
種
の
ひ
そ
か
な
目
印
こ
そ
が
、
と
き
お
り
私
に
、
大
冒
険
を
試
み
て
い
る
よ
う
な
、
黄
金
を
探
す
者
に
少
し
似
て
い
る
よ
う
な

幻
想
を
い
だ
か
せ
る
。
私
は
時
の
黄
金
を
探
し
て
い
る
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
私
が
選
び
出
し
た
こ
れ
ら
の
言
葉
〔「
無
線
」〕
は
何
を

思
い
出
さ
せ
る
の
か
？
　
せ
い
ぜ
い
海
岸
の
砂
か
、
柳
の
木
の
下
の
洞
で
絡
み
合
っ
て
い
る
何
匹
か
の
座
頭
蜘
蛛
（faucheux

）

　
　
柳
の
洞
か
、
そ
れ
と
も
の
天
空
の
洞
か
（
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
広
大
な
拡
が
り
を
も
つ
た
だ
の
ア
ン
テ
ナ
か
も
し
れ
な

い
）
　
　
、
そ
し
て
島
々
、
た
だ
島
々
だ
け
か
も
し
れ
な
い
…
…
そ
れ
は
ク
レ
タ
島
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
私
は
テ
セ
ウ
ス
に
、
た
だ

し
水
晶
の
迷
宮
の
な
か
に
永
遠
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
テ
セ
ウ
ス
に
な
る
は
ず
だ（

（1
（

。

　
ブ
ル
ト
ン
自
身
で
あ
る
「
時
の
黄
金
を
探
す
」
者
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ッ
ド
版
『
ブ
ル
ト
ン
全
集
』
の
編
者
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ボ
ネ
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
西
部
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
時
代
の
野
心
的
な
冒
険
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
く
。
そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア

神
話
の
英
雄
「
テ
セ
ウ
ス
」
は
、
ク
レ
タ
島
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
の
迷
宮
を
守
る
牛
頭
人
身
の
怪
物
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
倒
し
、
王
女
ア
リ

ア
ド
ネ
か
ら
授
か
っ
た
導
き
の
糸
の
お
か
げ
で
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、「
無
線
」
と
い
う
表
現
か
ら
蜘
蛛
の
糸
、
天
空
の
ア
ン

テ
ナ
、
さ
ら
に
は
迷
宮
へ
と
つ
な
が
る
ブ
ル
ト
ン
の
連
想
が
テ
セ
ウ
ス
に
た
ど
り
着
く
の
は
論
理
的
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
「
無
線
」
が

文
字
通
り
の
意
味
に
戻
っ
て
、
彼
は
「
線
を
も
た
な
い
」
つ
ま
り
ア
リ
ア
ド
ネ
の
糸
を
な
く
し
た
テ
セ
ウ
ス
と
な
り
、
透
き
通
っ
た
迷
宮

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
予
言
に
な
っ
て
い
る
。

　
墓
碑
銘
の
一
文
は
ブ
ル
ト
ン
の
死
亡
通
知
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
時
の
黄
金
を
探
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
幻
の
ク
リ
ス

タ
ル
の
迷
宮
へ
と
出
発
す
る
冒
険
者
ア
ン
ド
レ
か
ら
の
旅
立
ち
の
挨
拶
と
し
て
読
め
る
が
、
彼
は
「
そ
こ
で
永
遠
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
テ

セ
ウ
ス
に
な
る
は
ず
（où je dois être T

hésée enferm
é dans son labyrinthe de cristal

）」
だ
と
、
一
九
二
四
年
当
時
に
す
で
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に
予
感
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
代
表
す
る
作
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス
（
一
九
三
六
年
生
ま

れ
）
の
二
〇
〇
八
年
の
回
想
で
あ
る
。
彼
は
ご
く
若
い
頃
ブ
ル
ト
ン
に
手
紙
を
書
い
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
パ
リ
九
区
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
通
り
四
二
番
地
の
ブ
ル
ト
ン
宅
に
呼
ば
れ
る
幸
運
を
得
た
（
そ
の
場
で
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
』
第
二
版
の
サ
イ
ン
入
り
本

を
贈
ら
れ
て
い
る
）。
若
き
ソ
レ
ル
ス
は
、
こ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
伝
説
的
指
導
者
と
対
面
し
て
「
磁
力
を
発
し
て
相
手
を
惹
き
つ

け
る
巨
大
な
存
在
感
」
に
圧
倒
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
ブ
ル
ト
ン
の
ア
ト
リ
エ
の
様
子
を
ソ
レ
ル
ス
は
「
こ
の
洞
窟
あ
る
い
は
宇

宙
飛
行
士
の
キ
ャ
ビ
ン
の
中
で
、
彫
刻
や
仮
面
、
人
形
や
絵
画
に
囲
ま
れ
て
、
あ
の
途
方
も
な
い
人
物
が
呼
吸
し
て
い
た
」
と
描
写
し
て

い
る（

（1
（

。

　
墓
碑
銘
と
の
関
連
で
は
、
臨
終
前
夜
ま
で
ブ
ル
ト
ン
が
生
き
た
部
屋
を
ソ
レ
ル
ス
が
「
宇
宙
飛
行
士
の
キ
ャ
ビ
ン
」
と
形
容
し
て
い
る

の
は
意
味
深
い
。
ア
ン
ド
レ
は
「
時
の
黄
金
」
を
探
し
て
時
空
の
彼
方
の
冒
険
に
出
発
し
た
の
だ
か
ら
、
今
も
旅
の
途
中
か
も
し
れ
な

い
。
誕
生
日
（
二
月
一
九
日
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
で
ド
ミ
ナ
ン
ト
（
支
配
星
）
だ
っ
た
木
星
の
あ
た
り
は
、
も
う
通
過
し
た
だ
ろ
う
か
？

　
彼
よ
り
七
年
先
に
没
し
た
終
生
の
盟
友
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ペ
レ
（
一
八
九
九
　
一
九
五
九
）
の
墓
も
バ
テ
ィ
ニ
ョ
ル
墓
地
の
同
じ
区

画
に
あ
り
、
ブ
ル
ト
ン
の
も
の
よ
り
ご
つ
ご
つ
し
た
少
し
小
さ
い
墓
石
に
は
「
私
は
奴
ら
の
パ
ン
は
食
べ
な
い
（Je ne m

ange pas de 

ce pain-là

）」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
一
九
三
六
年
に
発
行
さ
れ
た
ペ
レ
の
著
作
の
題
名
で
あ
り
、
一
九
二
六
年
一
二
月
の

『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
を
睨
み
つ
け
る
ペ
レ
の
写
真
（「
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ペ
レ
が

司
祭
を
侮
辱
す
る
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
き
）
に
見
ら
れ
る
宗
教
者
へ
の
激
し
い
怒
り
を
表
し
て
い
る
か
ら
、
ブ
ル
ト
ン
が
少
年
時
代
に

見
か
け
て
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
墓
の
「
神
も
主
人
も
な
く
」
と
と
も
に
、
無
神
論
的
墓
碑
銘
の
代
表
格
で
あ
る（

（1
（

。
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4
　
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」

　
前
置
き
が
長
す
ぎ
た
が
、
こ
こ
か
ら
本
題
に
入
る
。

　
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
（
一
八
八
七
　
一
九
六
八
）
が
、
今
か
ら
一
世
紀
前
の
一
九
一
七
年
四
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
白
い
陶

製
の
小
便
器
に
「
泉
（Fountain

）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
の
作
品
と
し
て
独
立
美
術
家
協
会
展
（
ア
ン
デ
パ

ダ
ン
展
）
に
展
示
し
よ
う
と
し
た
事
件
が
、
現
代
ア
ー
ト
の
起
源
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
詳
細
は
ス
キ
ッ
プ
す
る
。
こ
の
便
器
は
も
ち
ろ
ん
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
制
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、
工
場
で
作
ら
れ
た
製
品
だ
っ
た
こ

と
を
ひ
と
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
五
番
街
一
一
八
番
地
の
「
Ｊ
・
Ｌ
・
モ
ッ
ト
鉄
工
所
」（J. L. M

ott Iron 

W
orks, 118 Fifth A

venue

）
で
買
っ
た
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
型
小
便
器
で
、
彼
は
そ
こ
に
、
お
そ
ら
くM

ott

か
ら
着
想
を
得

てR
.M

utt 1917

と
黒
字
で
書
き
込
ん
だ
の
だ
っ
た（

（1
（

。

　
こ
こ
で
最
初
か
ら
結
論
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
か
ら
提
案
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
墓
標
と
墓
碑
銘
が
彼
の
最

後
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
、
大
胆
す
ぎ
る
唐
突
な
仮
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ル
ー
ア
ン
の
モ
ニ
ュ
マ
ン
タ
ル
墓
地

に
あ
る
デ
ュ
シ
ャ
ン
家
の
墓
石
と
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た«D

ailleurs c

’est toujours les autres qui m
eurent»

（「
そ
れ
に
死
ぬ
の

は
い
つ
も
他
人
だ
」
と
訳
し
て
お
く
）
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
マ
ル
セ
ル
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
そ
れ
で
は
、
彼
が
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
を
着
想
し
「
制
作
」
す
る
に
い
た
る
経
緯
を
手
み
じ
か
に
概
観
し
て
お
こ
う
。「
既
製
品
」
を

意
味
す
るR

eady-m
ade

と
い
う
英
語
の
単
語
を
通
常
の
語
意
か
ら
転
用
し
て
芸
術
の
領
域
で
初
め
て
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
彼

は
一
九
六
一
年
の
『
シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
と
の
対
話
』
で
「
そ
の
語
を
発
明
し
た
の
は
私
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
そ
れ
に
権
利
が
あ
る
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わ
け
で
す
」
と
明
言
す
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
一
九
一
三
年
に
、
ル
ー
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
で
偶
然
見
つ
け
た
自
転
車
の
車
輪
（la R

oue de 

bicyclette

）
を
回
し
て
暖
炉
の
火
の
動
き
を
連
想
し
た
体
験
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
の
車
輪
を
回
す
と
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
動
き
を
想
い
起
さ
せ
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
火
の
、
薪
の
火
の
動
き
で
す
よ
。
薪
の
火
の

心
地
よ
さ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
暖
炉
の
火
の
あ
の
動
き
で
す
ね
。〔
…
〕
そ
れ
で
私
は
考
え
ま
し
た
。
私
に
は
暖
炉
が

な
か
っ
た
の
で
、
暖
炉
の
代
わ
り
に
回
る
車
輪
を
置
こ
う
と
。
こ
う
し
て
、
ス
ツ
ー
ル
の
上
に
私
の
車
輪
を
置
い
た
の
で
す
。
そ
し

て
通
る
た
び
に
、
こ
の
車
輪
を
回
し
ま
し
た
。
結
局
、
そ
れ
が
私
の
人
生
で
最
初
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
で
す（

（1
（

。

　
し
か
し
、
ス
ツ
ー
ル
付
き
の
車
輪
（
あ
る
い
は
そ
の
逆
）
と
い
う
既
製
品
は
存
在
し
な
い
の
で
、「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
と
い
っ
て
も

デ
ュ
シ
ャ
ン
が
手
を
加
え
た
作
品
だ
っ
た
か
ら
、
次
の
作
品
「
瓶
掛
け
（le Porte-bouteille

）」
が
文
字
通
り
の
意
味
で
の
レ
デ
ィ
・

メ
イ
ド
第
一
号
と
な
る
。

　
　
つ
ぎ
に
は
で
す
ね
。
一
年
後
に
、
一
九
一
四
年
だ
と
思
い
ま
す
が
、
既
製
品
（
フ
ラ
ン
ス
語
でtout-fait

）
を
使
お
う
と
考
え
ま

し
た
。〔
…
〕
選
択
と
い
う
着
想
が
、
あ
る
種
形
而
上
学
的
に
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
私
の
興
味
を
引
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
始
ま

り
で
し
た
。
そ
の
日
に
、〔
パ
リ
の
〕
デ
パ
ー
ト
の
バ
ザ
ー
ル
・
ド
・
ロ
テ
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ル
（
Ｂ
Ｈ
Ｖ
）
で
瓶
掛
け
〔
ワ
イ
ン
の

空
き
瓶
を
引
っ
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
器
具
で
、
そ
の
形
状
か
ら
「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
（hérisson

）」
と
も
呼
ば
れ
る
〕
を
買
い
、
こ
れ

を
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
初
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
に
な
り
ま
し
た（

（1
（

。
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こ
こ
ま
で
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
は
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
が
（
と
い
っ
て
も
、
繰
り
返
し
て
お
く
が
、
デ
ュ
シ
ャ

ン
が
オ
ブ
ジ
ェ
自
体
を
「
作
っ
た
」
わ
け
で
な
い
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
て
か
ら
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
は
、
作
品
と
タ
イ
ト
ル
の

関
係
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
　
　
「
一
九
一
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
金
物
屋
に
行
っ
て
一
本
の
雪
か
き
シ
ャ
ベ

ル
を
買
い
、
そ
の
上
に
〈
折
れ
る
腕
に
備
え
て
〉
と
書
い
た
。
ま
さ
し
く
こ
の
頃
に
、
こ
う
し
た
表
現
形
式
を
指
し
示
す
た
め
に
〈
レ

デ
ィ
・
メ
イ
ド
〉
と
い
う
語
を
思
い
つ
い
た
」
と
、
彼
は
一
九
六
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（M

oM
A

）
の
「
芸
術
と
ア
サ

ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
」
展
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
「《
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
》
に
つ
い
て
」
で
語
っ
て
い
た（

（1
（

。

　「
一
九
一
五
年
」
と
あ
る
が
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
の
は
同
年
六
月
だ
っ
た
か
ら
、
シ
ャ
ベ
ル
を
買
っ
た
の
は
雪

か
き
に
備
え
る
必
要
が
生
じ
る
一
一
月
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ト
ム
キ
ン
ズ
の
デ
ュ
シ
ャ
ン
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ス
イ
ス
出
身
の
画
家

ジ
ャ
ン
・
ク
ロ
ッ
テ
ィ
（
の
ち
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
妹
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
と
結
婚
）
と
と
も
に
コ
ロ
ン
バ
ス
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
の
金
物
屋
を
訪
れ

で
「
亜
鉛
メ
ッ
キ
し
た
平
ら
な
鉄
の
へ
ら
に
木
の
把
手
を
つ
け
た
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
雪
か
き
用
の
シ
ャ
ベ
ル
」
を
選
ん
だ
と
い
う
。
リ
ン

カ
ー
ン
・
ア
ー
ケ
ー
ド
の
二
人
の
共
用
の
ア
ト
リ
エ
に
戻
る
と
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
早
速
タ
イ
ト
ル
書
き
込
ん
で
「
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ

ン
〈
か
ら
〉
一
九
一
五
年
」
と
署
名
し
て
、
把
手
に
針
金
を
結
ん
で
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
た
。「
作
者
に
〈
に
よ
る
（by

）〉
で
は
な
く
、

た
ん
に
〈
か
ら
（from

）〉
だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
ト
ム
キ
ン
ズ
は
書
い
て
い
る（

（2
（

。

　
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
機
械
を
用
い
て
大
量
生
産
さ
れ
た
品
物
で
、
い
か
な
る

美
的
価
値
も
も
た
な
い
」
と
い
う
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
の
性
格
が
明
確
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
、
彼
が
そ
の
よ

う
な
量
産
品
を
そ
の
ま
ま
「
作
品
」
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
「
書
き
込
み
」
を
し
た
と
言
う
事
実
で
あ
る
。

　
先
ほ
ど
の
引
用
（
注
17
と
18
）
で
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
「
自
転
車
の
車
輪
」
と
「
瓶
掛
け
」
の
両
方
に
「
最
初
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
と

い
う
表
現
を
い
て
い
た
（
前
者
は
「
人
生
で
最
初
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」）。
し
か
し
、「
自
転
車
の
車
輪
」
は
一
部
に
手
作
業
（
車
輪
と
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丸
椅
子
を
接
続
）
が
入
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
だ
っ
た
か
ら
、
市
販
の
既
製
品
を
そ
の
ま
ま
使
う
と
い
う
意
味
で
は
「
瓶
掛
け
」
が
最
初
の
レ

デ
ィ
・
メ
イ
ド
だ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
だ
。「
瓶
掛
け
」
と
書
き
込
み
の
関
係
に
つ
い
て
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
こ
う
語
っ
て
い
た
。

　
　
私
の
興
味
を
引
い
た
の
は
、
こ
れ
〔「
瓶
掛
け
」〕
に
、
一
種
の
旗
と
か
色
と
か
を
、
チ
ュ
ー
ブ
の
絵
具
か
ら
は
出
て
こ
な
い
色
と
か

を
与
え
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
問
題
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
に
一
文
を
書
き
込
む
こ
と
で
こ
の
色
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
文
も
ま

た
、
詩
的
本
質
に
属
し
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
普
通
の
意
味
を
持
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
ん
な
ふ
う
に
言
葉
、
も
の
と
戯
れ
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
文
で
す
。
今
で
は
そ
の
上
に
書
き
込
ん
だ
文
を
思
い
出
し
さ
え
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
は
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
し
、
そ
の
文
を
ど
こ
に
も
メ
モ
し
て
お
き
ま
せ
ん
で
し
た（

（2
（

。

　
こ
の
発
言
で
は
、「
瓶
掛
け
」
へ
の
書
き
込
み
と
紛
失
が
そ
れ
を
Ｂ
Ｈ
Ｖ
で
購
入
し
た
一
九
一
四
年
に
起
こ
っ
た
出
来
事
だ
っ
た
と
読

め
る
が
、
じ
つ
は
、
そ
の
後
も
デ
ュ
シ
ャ
ン
自
身
が
「
瓶
掛
け
」
へ
の
書
き
込
み
を
試
み
た
形
跡
が
あ
る
。

　
彼
は
一
九
一
六
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
妹
の
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
に
宛
て
た
手
紙
に
こ
う
書
い
て
い
た
。
少
し
長
く
な
る
が
重
要
な
の
で

引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
お
ま
え
が
〔
ル
ー
ア
ン
の
〕
家
に
入
っ
た
な
ら
、
ア
ト
リ
エ
で
自
転
車
の
車
輪
ひ
と
つ
と
瓶
乾
燥
機
〔
瓶
掛
け
〕
ひ
と
つ
を
み
た

ね
。
そ
れ
は
既
成
の
彫
刻
と
し
て
買
っ
て
お
い
た
。
そ
れ
で
こ
の
通
称
瓶
乾
燥
機
に
関
し
て
ぼ
く
に
は
あ
る
意
図
が
あ
る
。
こ
こ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
同
じ
よ
う
な
趣
向
で
い
く
つ
か
品
物
を
買
っ
て
、
そ
れ
を〈
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
〉
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。〔
…
〕

ぼ
く
は
そ
れ
ら
に
署
名
し
て
英
語
で
銘
文
を
つ
け
る
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
　
　
た
と
え
ば
、
ぼ
く
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
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雪
掻
き
シ
ャ
ベ
ル
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
下
部
に
《
折
れ
る
腕
に
備
え
て
》
と
書
き
込
ん
だ
　
　
ロ
マ
ン
主
義
的
あ
る
い
は
印
象
派

的
あ
る
い
は
キ
ュ
ビ
ズ
ム
的
意
味
で
理
解
し
よ
う
と
思
わ
な
く
て
よ
い
　
　
そ
れ
と
は
何
の
関
係
も
な
い
か
ら
。〔
…
〕
こ
う
し
た

前
書
き
は
次
の
よ
う
に
お
ま
え
に
い
う
た
め
だ
　
　
自
分
用
に
こ
の
瓶
乾
燥
器
を
取
っ
て
お
く
よ
う
に
。
私
が
遠
く
か
ら
そ
れ
を

〈
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
〉
に
す
る
か
ら
。
下
部
に
そ
し
て
下
部
の
輪
の
内
側
に
、
銀
白
色
で
油
彩
筆
を
使
っ
て
小
さ
い
文
字
で
、
以
下

に
与
え
る
記
入
文
を
書
き
込
ん
で
お
く
れ
、
そ
し
て
以
下
の
筆
跡
で
署
名
し
て
お
く
れ
　
　
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
。（
手
紙
の

最
後
は
よ
く
読
め
な
い（

（2
（

）」。

　
こ
う
し
て
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
残
し
て
き
た
「
瓶
掛
け
」
へ
の
書
き
込
み
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
遠
隔
操
作
で
詳
細
に
依

頼
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
私
が
遠
く
か
ら
そ
れ
を
〈
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
〉
に
す
る
か
ら
」
と
い
う
一
文
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
彼
自
身
ま
た
は
彼
の
指
示
の
代
行
者
（
妹
）
に
よ
る
書
き
込
み
を
通
じ
て
市
販
の
製
品
を
レ
デ
ィ
・
メ
イ

ド
に
変
身
さ
せ
る
方
法
を
こ
こ
で
披
露
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
書
き
込
み
が
な
け
れ
ば
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
で
は
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
も
っ
と
も
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
こ
の
概
念
を
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
定
義
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
一
九
六
一
年
の

「
芸
術
と
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
」
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
で
、
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
た
。
そ
の
他
の
資
料

も
参
照
し
て
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
の
分
類

　
　

1
　「
変
更
を
加
え
な
い
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」（U

n-altered R
eady-m

ade
） :
「
瓶
掛
け
」（
書
き
込
み
紛
失
、
一
九
一
四
年
）
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2
　「
手
を
加
え
ら
れ
た
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」（R

eady-m
ade aided/assisted, aidé

）：「
自
転
車
の
車
輪
」（
手
作
業
あ
り
、
一

九
一
三
年
）、「
折
れ
る
腕
に
備
え
て
」（
書
き
込
み
あ
り
、
一
九
一
五
年
）、「
泉
」（R

.M
utt 1917

の
書
き
込
み
あ
り
、
一

九
一
七
年
）

　
　

3
　「
相
互
的
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」（R

eciprocal R
eady-m

ade

）：「
芸
術
と
〈
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
〉
の
間
に
あ
る
矛
盾
を
強
調
す

る
た
め
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
を
ア
イ
ロ
ン
台
と
し
て
！
使
用
」（
上
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
言
。
実
現
せ
ず
）

　
と
こ
ろ
で
、
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
の
選
択
範
囲
は
市
販
の
既
製
品
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
あ
る
種
の
新

聞
記
事
も
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
一
九
年
に
滞
在
先
の
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

エ
テ
ィ
ー
・
ス
テ
ッ
ト
ハ
イ
マ
ー
に
宛
て
た
手
紙
の
一
節
か
ら
明
ら
か
に
な
る
　
　
「
あ
な
た
が
話
し
て
く
れ
る
す
ご
く
お
か
し
い
ラ
・

ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
の
記
事
は
、
一
個
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
で
す
。
　
　
私
は
そ
れ
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
が
、
書
き
込
み
は
し
て
い
ま
せ

ん
（
（2
（

」（
エ
テ
ィ
ー
・
ス
テ
ッ
ト
ハ
イ
マ
ー
へ
の
手
紙
（
一
九
一
九
年
一
月
一
三
日
頃
、
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
）。

　
こ
こ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
五
年
九
月
一
二
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
に
掲
載
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・

マ
イ
ク
ロ
フ
ト
に
よ
る
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
階
段
を
降
り
る
裸
体
の
男
が
わ
れ
わ
れ
を
観
察
す
る
」
の
こ
と
で
あ
る
。
エ

テ
ィ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裕
福
な
一
族
ス
テ
ッ
ト
ハ
イ
マ
ー
家
の
未
婚
の
三
姉
妹
（
キ
ャ
リ
ー
、
エ
テ
ィ
ー
、
フ
ロ
ラ
イ
ン
）
の
ひ
と

り
で
、
三
人
と
も
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
っ
て
い
た
。
ス
テ
ッ
ト
ハ
イ
マ
ー
家
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
、
ピ
カ
ビ

ア
、
ア
ン
リ
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
シ
ェ
、
ヴ
ァ
レ
ー
ズ
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
作
家
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
集
っ
た
。

　
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
第
一
次
大
戦
最
終
盤
の
一
九
一
八
年
九
月
か
ら
終
戦
を
は
さ
ん
で
翌
年
六
月
ま
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
に
滞
在
し
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て
、
妹
の
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
に
ク
ロ
ッ
テ
ィ
と
の
結
婚
祝
い
用
の
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
の
レ
シ
ピ
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
間
一
〇
月
に
は
兄
レ
ー

モ
ン
が
従
軍
中
に
病
死
、
ま
た
一
月
に
は
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
労
働
者
の
大
規
模
な
ゼ
ネ
ス
ト
（
総
罷
業
）
が
あ
り
、
ス
ト
参
加
者

か
ら
多
数
の
死
者
が
出
た
（
（2
（

。）

　
ア
メ
リ
カ
の
文
化
史
研
究
者
ジ
ェ
ロ
ル
ド
・
サ
イ
ジ
ェ
ル
の
論
考
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
世
界
』
に
よ
れ

ば
、
当
時
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
ば
か
り
の
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
ま
だ
英
語
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を

話
し
て
記
事
は
英
語
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
テ
ク
ス
ト
を
書
い
た
の
は
記
者
だ
っ
た
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
紙
面
自
体
が

一
種
の
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
で
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
自
分
の
文
章
の
よ
う
に
サ
イ
ン
（
書
き
込
み
）
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
記
事
は
現
在
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
コ
ン
グ
レ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
一
部
参
照
で
き
る
が
、
若
き
デ
ュ

シ
ャ
ン
（
当
時
三
〇
歳
）
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
チ
ェ
ア
に
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
た
大
き
な
写
真
入
り
で
、「
キ
ュ
ビ
ス
ト
の
画
家
マ
ル
セ

ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
、
ア
メ
リ
カ
は
未
来
の
芸
術
の
国
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
女
性
は
世
界
一
知
的
で
あ
る
と
断
言
」
と
い
う
四
段
の
見
出
し

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
掲
載
写
真
の
左
下
にM

A
R

CEL D
U

CH
A

M
P

と
大
文
字
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
が
「
サ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

6
　
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
と
し
て
の
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
墓
標
と
墓
碑
銘

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
と
っ
て
、「
瓶
掛
け
」
で
も
「
便
器
」
で
も
「
雪
か
き
シ
ャ

ベ
ル
」
で
も
、
市
販
の
既
製
品
が
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
と
い
う
作
品
に
な
る
た
め
に
は
書
き
込
み
（「
自
転
車
の
車
輪
」
の
場
合
は
題

名
）
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
ら
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
八
一
歳
の
生
涯
の
最
後
に
残
し
た
言
葉
　
　
「
そ
れ
に
死
ぬ
の
は
い
つ
も
他
人
（
“D

’ailleurs 
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c
’est toujours les autres qui m

eurent

”）」
　
　
を
刻
ん
だ
墓
石
自
体
が
彼
の
最
後
の
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
だ
と
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
単
純
素
朴
な
疑
問
を
抱
き
つ
つ
、
少
々
長
く
な
る
が
、
こ
の
偉
大
な
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
最
期
の
様
子
を
ト
ム
キ
ン
ズ
の
伝
記
か
ら

振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　
　〔
一
九
六
八
年
〕
一
〇
月
一
日
の
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ヌ
イ
イ
の
パ
ル
マ
ン
テ
ィ
エ
街
五
番
地
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
夫
妻
と

シ
ュ
ザ
ン
ヌ
か
ら
相
続
し
た
ア
パ
ー
ト
で
開
か
れ
た
。
招
か
れ
た
の
は
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
ベ
ル
と
ニ
ナ
夫
人
、
マ
ン
・
レ
イ
夫
妻
と
旧

友
ば
か
り
。
そ
し
て
こ
の
四
人
の
だ
れ
も
が
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
顔
色
こ
そ
か
な
り
青
ざ
め
て
は
い
る
も
の
の
、
気
分
は
よ
さ
そ
う
に
感

じ
た
。〔
…
〕

　
　
客
が
帰
っ
た
あ
と
も
し
ば
ら
く
、
マ
ル
セ
ル
と
テ
ィ
ー
ニ
ー
〔
デ
ュ
シ
ャ
ン
夫
人
〕
は
居
間
で
パ
ー
テ
ィ
ー
の
こ
と
を
話
し
あ
っ

た
。
マ
ル
セ
ル
は
〔
当
日
の
午
後
に
買
っ
た
〕
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ア
レ
ー
の
本
の
一
節
を
読
ん
で
聞
か
せ
、
ふ
た
り
は
声
を
挙
げ
て

笑
っ
た
。
午
前
一
時
近
く
に
な
っ
て
、
マ
ル
セ
ル
は
寝
る
支
度
を
し
に
洗
面
所
に
行
く
。
テ
ィ
ー
ニ
ー
に
は
そ
の
時
間
が
い
つ
も
よ

り
長
く
感
じ
ら
れ
た
。
声
を
か
け
た
が
、
返
事
が
な
い
。
洗
面
所
の
扉
を
開
け
る
と
、
マ
ル
セ
ル
が
服
を
着
た
ま
ま
の
姿
で
、
床
に

横
た
わ
っ
て
い
た
。

　
　
一
目
見
て
、
テ
ィ
ー
ニ
ー
は
マ
ル
セ
ル
が
こ
と
切
れ
て
い
る
と
悟
っ
た
。「
と
て
も
穏
や
か
で
、
楽
し
そ
う
な
死
に
顔
で
し
た
」
と

テ
ィ
ー
ニ
ー
は
言
う
。

　
　〔
…
〕

　
　
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
遺
言
に
、
葬
儀
は
無
用
と
明
記
し
て
い
た
。
遺
骨
は
両
親
、
兄
ふ
た
り
、
妹
ひ
と
り
の
眠
る
ル
ー
ア
ン
記
念
墓
地
に
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埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
、
本
人
み
ず
か
ら
起
草
し
た
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
そ
れ
に
死
ぬ
の
は
、
い
つ
も
他
人
（
（2
（

。

　「
テ
ィ
ー
ニ
ー
（T

eeny

）」
と
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
夫
人
、
ア
レ
ク
シ
ナ
・
サ
ト
ラ
ー
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
（A

lexina Sattler  D
ucham

p 

（
一
九
〇
六
　
一
九
九
五
）
の
少
女
時
代
か
ら
の
愛
称
で
あ
る
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
の
高
名
な
外
科
医
の
娘
で
、
前
夫
ピ
エ
ー
ル
・
マ

テ
ィ
ス
（
画
家
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
の
二
男
）
と
一
九
四
九
年
に
離
婚
し
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
一
九
五
四
年
に
再
婚
し
た
。

デ
ュ
シ
ャ
ン
も
二
度
目
の
結
婚
だ
っ
た
が
、
二
人
の
間
に
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
か
ら
、
ア
レ
ク
シ
ナ
と
ピ
エ
ー
ル
・
マ
テ
ィ
ス
と
の
娘

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
（
一
九
三
一
年
生
ま
れ
、
愛
称
ジ
ャ
ッ
キ
ー
）
と
息
子
ポ
ー
ル
・
マ
テ
ィ
ス
（
一
九
三
三
年
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術

家
）
が
マ
ル
セ
ル
の
義
理
の
子
ど
も
で
あ
る
。

　
ト
ム
キ
ン
ズ
は
「
遺
骨
」（
実
際
に
は
「
遺
灰
」）
と
記
し
た
だ
け
で
、
埋
葬
の
詳
細
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
マ
ル
カ

デ
の
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
』
に
よ
れ
ば
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
パ
リ
の
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
で
火
葬
に
付
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の

あ
と
で
遺
灰
壺
だ
け
ル
ー
ア
ン
に
運
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
に
予
期
せ
ぬ
出
来
事
が
起
っ
て
い
る
の
で
、
マ
ル
カ
デ
の
伝
記
か
ら

要
約
し
て
お
こ
う
。

　
ポ
ー
ル
・
マ
テ
ィ
ス
の
記
憶
に
よ
れ
ば
「
火
葬
の
あ
と
で
、
皆
が
遺
灰
壺
の
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
モ
ニ

エ
（
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
夫
）
と
私
〔
ポ
ー
ル
〕
は
受
諾
し
た
、
す
ぐ
に
遺
灰
の
中
か
ら
見
つ
け
た
の
は
彼
の
鍵
束
だ
っ
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
に

残
っ
て
い
た
の
だ
。〔
…
〕
鍵
は
遺
灰
に
埋
も
れ
て
い
た
が
、
溶
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
ま
さ
に
奇

跡
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
鍵
と
い
う
、
秘
密
の
質
問
は
マ
ル
セ
ル
と
彼
の
作
品
の
周
囲
に
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
鍵
を
回

収
す
る
か
と
問
わ
れ
て
、
私
は
即
座
に
答
え
た
　
　
《
い
や
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
》」。
数
日
後
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
遺
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灰
は
ル
ー
ア
ン
の
墓
地
に
移
送
さ
れ
た（

（2
（

。

　「
鍵
」
の
発
見
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
ル
ー
ア
ン
の
モ
ニ
ュ
マ
ン
タ
ル
墓
地
に
あ
る
デ
ュ
シ
ャ
ン
家
の
墓
石
に
は
、
マ

ル
セ
ル
の
両
親
、
彫
刻
家
の
レ
ー
モ
ン
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
＝
ヴ
ィ
ヨ
ン
と
画
家
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
（
ガ
ス
ト
ン
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
）
の

二
人
の
兄
、
妹
の
画
家
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
＝
ク
ロ
ッ
テ
ィ
、
そ
れ
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
ガ
ビ
ー
・
ブ
ッ
フ
の
名
前

が
、
マ
ル
セ
ル
の
前
に
刻
ま
れ
て
い
た（

（2
（

。

　
そ
れ
は
細
長
い
灰
色
の
御
影
石
で
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
の
墓
や
ブ
ル
ト
ン
の
星
が
載
っ
て
い
る
墓
と
は
違
っ

て
、
私
た
ち
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
あ
の
墓
碑
銘
が
な
け
れ
ば
ご
く
目
立
た
な
い
家
族
代
々
の
墓
で
あ
り
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
一
九
六
一
年
の

M
oM

A

で
の
報
告
「《
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
》
に
つ
い
て
」
で
語
っ
た
言
葉
を
想
起
さ
せ
る
物
体
で
あ
る
　
　
「
私
が
ど
う
し
て
も
は
っ

き
り
さ
せ
て
お
き
た
い
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
〈
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
〉
の
選
択
が
何
か
し
ら
の
美
的
楽
し
み
（quelque délectation 

esthétique

）
に
は
決
し
て
左
右
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ（

（2
（

」。

　
こ
の
墓
石
は
も
ち
ろ
ん
彼
が
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
没
後
そ
こ
に
入
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
は
ず
の
マ
ル
セ
ル
は
、
あ
の
墓
碑

銘
（
“DA

ILLEU
R

S/C

’EST
 T

O
U

JO
U

R
S LES A

U
T

R
ES /Q

U
I M

ER
U

R
EN

T

”
と
大
文
字
で
三
行
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
て

い
る
）
を
「
書
き
込
む
」
こ
と
で
、
こ
の
「
美
的
楽
し
み
」
の
な
い
無
個
性
な
石
塊
を
、
個
性
的
な
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
に
変
え
る
こ

と
を
ひ
そ
か
に
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
そ
れ
に
死
ん
で
ゆ
く
の
は
い
つ
も
自
分
で
は
な
い
」
の
だ
か
ら
…
…
。

　
　
本
稿
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
墓
標
＝
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
説
を
提
示
し
た
ま
ま
、
こ
こ
で
唐
突
に
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仮
説
を

「
客
観
的
」
に
立
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
工
業
製
品
で
あ
る
陶
製
の
便
器
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
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が
書
き
込
み
を
し
た
「
泉
」
が
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
な
ら
、
業
者
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
磨
か
れ
た
四
角
い
石
に
彼
が
自
分
で
選

ん
だ
文
字
の
刻
ま
れ
た
墓
石
が
「
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
」
で
あ
っ
て
も
「
論
理
的
」
に
は
不
思
議
は
な
い
と
だ
け
、
最
後
に
つ
け
加
え

て
お
こ
う（

（2
（

。

付
記
：
本
稿
の
一
部
は
早
稲
田
大
学
・
都
市
と
美
術
研
究
所
（
文
学
学
術
院
教
授
坂
上
桂
子
所
長
）
第
六
回
研
究
会
で
の
報
告
「City 

and Cem
etery 

： 
都
市
と
墓
地
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
墓
碑
銘
は
何
を
語
る
か
？
」（
二
〇
一
七
年
一
一
月
七
日
、
戸
山
キ
ャ

ン
パ
ス
33
号
館
第
10
会
議
室
）
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

註（
1
）	

リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』（
大
山
定
一
訳
、
新
潮
文
庫
、
八
頁
）。「
こ
の
都
会
」
と
は
も
ち
ろ
ん
二
〇
世
紀
初
頭
の
パ
リ
で
あ
る
。

（
2
）	

ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
『
象
徴
交
換
と
死
』（
今
村
仁
司
、
塚
原
史
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
四
一
九
頁
）。

（
3
）	

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
平
成
二
九
年
推
計
）：w

w
w

.ipss.go.jp

（
4
）	

森
有
正
『
遥
か
な
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
』
所
収
年
譜
に
よ
る
（
柿
谷
浩
一
編
、
講
談
社
文
芸
文
庫
）。

（
5
）	

こ
の
項
の
記
述
は
主
と
し
て
以
下
の
文
献
に
も
と
づ
く
。Christian Charlet, Le Père-Lachaise : A

u cœ
ur du Paris des vivants et des 

m
orts, G

allim
ard, 2003.

（
6
）	«Chaque citoyen a le droit d

’être enterré quelle que soit sa race ou sa religion.»

（
7
）	Jean D

ubu, Les É
glises chrétiennes et le théâtre (1550-1850), G

renoble, Presses universitaires de G
renoble, 1997.

（
8
）	« Le succès de la crém

ation en France », Le Point, 31 octobre 2012.
（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
参
照
）

（
9
）	«A

 Paris, les cim
etières font partie intégrante du patrim

oine culturel de la ville.»

（
10
）	

ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
墓
に
つ
い
て
は
マ
リ
ー
ヌ
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
夫
人
か
ら
教
示
い
た
だ
い
た
。
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（
11
）	

原
文
で
引
用
し
て
お
く
。

　
　R

abelais : «T
irez le rideau, la farce est term

inée !» 
　
　M

ontaigne :« Ce n

’est pas la m
ort que je crains, m

ais, de m
ourir.» 
　
　B

alzac : «H
uit jours avec la fièvre ! J

’aurai encore eu le tem
ps d

’écrire un livre !» 

　
　M

usset
：« M

es chers am
is, quand je m

ourrai, Plantez un saule au cim
etière...»

　
　（E

pitaphes C
élèbres, https://la-philosophie.com

/epitaphes-celebres, 12 tom
bes Im

m
anquables au P

èreL
achaise, https://

w
w

w
.lexpress.fr/tendances/voyage/pere-lachaise

）

（
12
）	

ブ
ル
ト
ン
『
現
実
僅
少
論
序
説
』
生
田
耕
作
、
田
村
淑
訳
、『
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
集
成
』
第
六
巻
、
人
文
書
院
、
二
〇
一
頁
（
訳
文
は
一
部
改

変
）。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
一
九
三
四
年
の
評
論
集
『
黎
明
（Point du jour

）』
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
引
用
箇
所
の
最
初
の
一
文
の
原
文
は
次

の
通
り
。«Ce sont de faibles repères de cet ordre qui m

e donne parfois l

’illusion de tenter la grande aventure, de ressem
bler 

quelque peu à un chercheur d
’or : je cherche l

’or du tem
ps.» 

：A
ndré B

reron, Œ
uvres com

plètes II, G
allim

ard, 1992.

（
13
）	Philippe Sollers, 

“Cap B
reton

”, le N
ouvel O

bservateur du 5 juin 2008. «C

’était donc là, dans cette grotte ou cette cabine de 

cosm
onaute que respirait cet hom

m
e extraordinaire, entouré de sculptures, de m

asques, de poupées, de tableaux

…»

（
14
）	B

enjam
in Péret: Je ne m

ange pas de ce pain-là, Editions Syllepse, 2010.

こ
の
著
作
の
文
章
に
は
歌
手
の
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ
ス
ー
ル

に
よ
る
朗
読
が
あ
る
。
ブ
ル
ト
ン
の
少
年
時
代
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
墓
標
体
験
に
つ
い
て
は
『
秘
法
一
七
』
参
照
。
塚
原
史
「
詩
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と

「
前
衛
」
に
関
す
る
ノ
ー
ト
　
萩
原
恭
次
郎
、
小
林
多
喜
二
、
少
し
だ
け
ブ
ル
ト
ン
」（『
人
文
論
集
』
五
三
号
）
に
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

（
15
）	

デ
ュ
シ
ャ
ン
が
購
入
し
た
小
便
器
（urinal

）
に
つ
い
て
は
カ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ト
ム
キ
ン
ズ
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
』（Calvin T

om
kins, 

D
U

CH
A

M
P: A

 B
IO

G
R

A
PH

Y
, H

enry H
olt and Com

pany, 1996

）
の
「
ア
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
邸
の
サ
ロ
ン
」
の
章
に
詳
述
（
邦
訳
書
は
、
下
哲

夫
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
八
五
　
一
九
〇
頁
）。R

. M
utt

の
解
釈
に
は
諸
説
あ
る
が
、M

ott Iron W
orks

か
ら
思
い
つ
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
思

わ
れ
る
し
、
イ
ニ
シ
ア
ル
のR

.M
.

はR
eady-m

ade

の
暗
示
と
も
読
め
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、R

. M
utt

は
作
者
名
の
サ
イ
ン
で
あ
り
、
デ
ュ
シ

ャ
ン
は
偽
名
を
用
い
て
こ
の
「
作
品
」
を
出
展
し
た
の
だ
が
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
意
図
は
彼
自
身
も
理
事
を
務
め
る
独
立
美
術
家
協
会
の
「
無
審
査
」
と
い

う
方
針
を
試
す
こ
と
だ
っ
た
か
ら
実
名
で
は
ま
ず
か
っ
た
と
、
ト
ム
キ
ン
ズ
は
解
釈
し
て
い
る
。「
泉
」
の
制
作
者
が
デ
ュ
シ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
が
公
然

化
す
る
の
は
、
展
覧
会
の
数
か
月
後
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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（
16
）	

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
『
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
の
対
話
』
邦
訳
書
、
北
山
研
二
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
七
年
、
六
六
頁
。

（
17
）	

同
上
書
、
六
七
頁
。

（
18
）	
同
上
書
、
六
八
　
六
九
頁
。

（
19
）	
デ
ュ
シ
ャ
ン
「《
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
》
に
つ
い
て
」、
サ
ヌ
イ
エ
編
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
全
著
作
』、
北
山
研
二
訳
、
未
知
谷
、
一
九
九
五
年
、

二
八
七
頁
。
こ
の
箇
所
の
タ
イ
ト
ル
と
原
文
は
次
の
通
り
。«A

 propos des 

“Ready-m
ades

”: A
 N

ew
 Y

ork en 1915, j

’achetai dans une 

quincaillerie une pelle à neige sur laquelle j

’écrivis : 

“En prévention du bras cassé

” （In advance of the broken arm

）. C

’est vers 

cette époque que le m
ot 

“ready-m
ade

” m
e vint à l

’esprit pour désigner cette form
e de m

anifestation.» : M
arcel D

ucham
p, 

D
ucham

p de signe-E
crits, Flam

m
arion, 1975, p.192.

（
20
）	

ト
ム
キ
ン
ズ
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
』
前
出
書
、
以
下
の
行
も
同
じ
（「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
の
章
、
一
五
九
―
一
六
〇
頁
）。

（
21
）	

シ
ャ
ル
ボ
ニ
エ
『
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
の
対
話
』
前
出
書
、
六
九
ペ
ー
ジ
。

（
22
）	

「
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
へ
の
手
紙
、
一
九
一
六
年
一
月
一
五
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（『
デ
ュ
シ
ャ
ン
書
簡
集
』
前
出
書
、
四
八
頁
）。
こ
の
手
紙

は
ト
ム
キ
ン
ズ
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
』
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
（
一
六
〇
頁
）。

（
23
）	

サ
イ
ジ
ェ
ル
『
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
世
界
』（Jerrold E. Seigel, The Private W

orlds of M
arcel D

ucham
p: D

esire, 

Liberation, and the Self in M
odern Culture, U

niversity of California Press 1995, p. 129

）。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
新
聞
記
事
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
電
子
版
参
照
（Chronicling A

m
erica : H

istoric A
m

erican N
ew

spapers. Library of Congress

）。
記
事
の
原
題
は
次
の
通
り
で
マ

イ
ク
ロ
フ
ト
の
名
前
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
“The N

ude-D
escending-a-Staircase M

an Surveys U
s

”, interview
 w

ith D
ucham

p 

（The 

N
ew

 Y
ork Tribune, Septem

ber 12, 1915

）

（
24
）	

ト
ム
キ
ン
ズ
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
』、
マ
ル
ク
・
ダ
シ
ー
『
ダ
ダ
と
ダ
ダ
イ
ズ
ム
』
増
補
版
（M

arc D
achy, D

ada et dadaïsm
es, 

G
allim

ard, 2011

）
に
よ
る
。

（
25
）	

ト
ム
キ
ン
ズ
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
』
前
出
書
、
四
六
五
　
四
六
六
頁
。

（
26
）	B

ernard M
arcadé, M

arcel D
ucham

p, Flam
m

arion, 2007, p 495.

（
27
）	«Cim

etières de France et d

’ailleurs :D
U

CH
A

M
P M

arcel 

（1887

　1968
） - Cim

etière m
onum

ental de R
ouen» 

（https://w
w

w
.

landrucim
etieres.fr

）
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（
28
）	

『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
全
著
作
』
前
出
書
、
二
八
七
頁
。

（
29
）	

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
遺
灰
か
ら
見
つ
か
っ
た
鍵
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ル
・
マ
テ
ィ
ス
が
「
鍵
と
い
う
、
秘
密
の
質
問
は
マ
ル
セ
ル
と
彼
の
作
品
の
周
囲
に

常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
」（cette question de secret, de clefs, a toujours tourné autour de M

arcel et de son œ
uvre

）
と
回
想
し
て
い

る
。「
秘
密
の
質
問
」
と
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
第
二
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
こ
と
だ
か
ら
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
の

謎
を
解
く
意
外
な
「
鍵
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。


